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面積…26.45k㎡

人口…110,494人（前月比-18）

　男…  52,497人

　女…  57,997人

世帯…  50,566

　（令和2年7月31日現在）

羽曳野市
市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。
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市長挨拶
敬老事業／羽曳野応援商品券  他
ウェルネス中部教室、西部教室
災害対策（避難行動判定フロー）
大阪880万人訓練／自転車盗難防止
消費生活Q&A／水道局よりお知らせ／
　　クビアカツヤカミキリにご注意
国民年金／かかりつけ健康メール／東洋医療
はびきのふれ愛学のすすめ
すくすく子育て支援
健康ふぁみりー
図書館だより／サラダボール
こんにちはあかちゃん
制度／お知らせ／募集など
LICNEWS
社会福祉協議会／シルバー人材センター
市民のページ／風流韻事
9月の相談日程

2020年9月1日発行
　発行  羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
　URL  https://www.city.habikino.lg.jp/
　mail   mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。

●QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

●今月の表紙
　7月27日㈪、初登庁する山入端市長。
まだ梅雨空の続く中、当日は天気に恵まれ
とても清 し々い朝となりました。
　新しい羽曳野の第一歩です。

◆ 市長退職金の廃止　　　◆ 総事業費 5％削減　　　◆ 市長  給与 50％削減　
1. 身を切る改革で自治体運営を確保1. 身を切る改革で自治体運営を確保

2.子育て支援・学校教育の促進2.子育て支援・学校教育の促進
◆ 子ども医療費助成を18 歳まで拡充　　　◆ 0～2歳の保育 無償化
◆ オンライン授業の環境整備　　  ◆ 中学校給食の導入と小・ 中学校給食費の無償化

3. 健康・福祉の充実と向上3. 健康・福祉の充実と向上
◆ 老老介護、独居高齢者、認知症高齢者のサポート事業の強 化
◆ 健康寿命をのばす政策の強化　　　◆ 健康支援のためヘル スケアを充実

4. 交通・インフラ整備の促進4. 交通・インフラ整備の促進
◆ 駅前整備や道路舗装、歩行者・自転車の安全確保の強化
◆ 災害に強いライフラインの整備　　　◆ Osaka Metro谷町 線の延伸

5. 安全・安心なまちづくり5. 安全・安心なまちづくり
◆ 循環福祉バスの充実と停留所増設　　　◆ 防犯・防災対策 として空き家対策を強化
◆ 避難所機能の強化と災害用備蓄物資の拡充

6. 市民協働・地域自治6. 市民協働・地域自治
◆ タウンミーティングで市民と対話
◆ 清掃活動や子ども見守り活動など地域のコミュニティ活動を 支援

7. 魅力あるまちづくり7. 魅力あるまちづくり
◆ 地場産業の付加価値向上（ブランド化）　　　◆ 企業誘致・ 定住化の促進
◆ 芸術・歴史・文化を振興し文化活動団体を支援

　7 月 27 日、午前 8 時 30 分、市役所正面玄  関前に集まった多くの市民や
市議会議員、職員に大きな拍手で出迎えられ、 抱  えきれないほどたくさんの
花束を笑顔で受け取りました。

山入端市長初登庁！山入端市長初登庁！

山入端市政 始 動
や 　 　 ま 　 　 の 　 　 は

山入端市政 始 動
や 　 　 ま 　 　 の 　 　 は

羽曳野市の未来を創る～7 つの柱～
‐市議会との両輪でよりよい施策 を‐
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◆ 市長退職金の廃止　　　◆ 総事業費 5％削減　　　◆ 市長  給与 50％削減　

◆ 子ども医療費助成を18 歳まで拡充　　　◆ 0～2歳の保育 無償化
◆ オンライン授業の環境整備　　  ◆ 中学校給食の導入と小・ 中学校給食費の無償化

◆ 老老介護、独居高齢者、認知症高齢者のサポート事業の強 化
◆ 健康寿命をのばす政策の強化　　　◆ 健康支援のためヘル スケアを充実

◆ 駅前整備や道路舗装、歩行者・自転車の安全確保の強化
◆ 災害に強いライフラインの整備　　　◆ Osaka Metro谷町 線の延伸

◆ 循環福祉バスの充実と停留所増設　　　◆ 防犯・防災対策 として空き家対策を強化
◆ 避難所機能の強化と災害用備蓄物資の拡充

◆ タウンミーティングで市民と対話
◆ 清掃活動や子ども見守り活動など地域のコミュニティ活動を 支援

◆ 地場産業の付加価値向上（ブランド化）　　　◆ 企業誘致・ 定住化の促進
◆ 芸術・歴史・文化を振興し文化活動団体を支援

羽曳野市長羽曳野市長    山入端 創山入端 創

　このたび、市民の皆様からのご信任をいただき、第 18 代羽曳野市長と

して市政を担わせていただくことになりました。皆様から寄せられました期

待の大きさと責任の重大さに、あらためて身の引き締まる思いと、新たな理

想を掲げ施策を展開できる喜びを感じています。

　羽曳野市は、歴史・自然・文化にあふれたポテンシャルの高い素晴ら

しいまちです。しかし、人口減少や少子高齢化、教育環境の充実など

向き合わなければならない困難な課題に直面しているところです。

　こうした様 な々課題を乗り越えていくため、大阪府や周辺自治体、民

間企業とこれまで以上の連携を強化し、市民の皆様が暮らしやすいまち

にするために、全力で市政改革に取り組んでまいります。

　どうか、新しい羽曳野市の創生に向けて皆様のご協力を心からお願

い申し上げまして、就任のあいさつといたします。

就任のあいさつ

　7 月 27 日、午前 8 時 30 分、市役所正面玄  関前に集まった多くの市民や
市議会議員、職員に大きな拍手で出迎えられ、 抱  えきれないほどたくさんの
花束を笑顔で受け取りました。

山入端市政 始 動山入端市政 始 動
羽曳野市の未来を創る～7 つの柱～

‐市議会との両輪でよりよい施策 を‐


